
（別紙４）

～ 202６年　６月　22日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 2026年　6月　22日

（対象者数） （回答者数）

～ 2025年　6月　22日

（対象数） 1 （回答数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 発達の研鑽に努める。

2
障害児相談支援とのさらなる連携によるケアマネジメント充
実。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 広報に努めるしかない。思い切ってドラフトでも、。

2

3

子どもの発達概要を正確に把握して適切な支援につなぐことが
できる。

子ども外形的な問題行動にとらわれずに内面の保育課題に着目
するようにしている。

発達・障害特性・家族の養育の側面から子どもを理解するよう
に努めている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

年齢や性別などバランス四複数の訪問支援員を確保したい。 労働市場の質的変化、求職者の減少

2026年　６月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　6月　24日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年　6月　1日

○事業所名 マナの家【保育所等訪問支援】

○保護者評価実施期間 202６年　６月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


	（別紙４）自己評価総括表（公表）

